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1．即応予備 自衛官等雇用企業様の声

社会福祉法人つつじケ丘学園

施設長 恒松 雄輔 様

当施設は、球磨郡あさぎり町で昭和47年 に社会福祉法人を設立 し、40年

以上に渡 り主に知的障が い者の福祉の推進を行 う障害者支援施設 です。

また、その中で地域づくり、社会貢献にも積極的に取 り組んでいます。

1欝舞i麟灘 疑灘竃 疏
平成28年4月14日 の前震、16日の本震が熊本、大分を襲い、未曾有の災害 とな りました。私 自身、

前 震の翌 日と本震の翌 日に物資を届けに被 災地へ行 き被 害の状況を目の当た りにしていました。

そのような時、被災地へ の即応予備自衛官の派遣依頼 がありました。自分で支援の必要性を目の

当たりにしてお りましたので派遣の依 頼は想定 しており、本人との話 し合 いのみでした。「地元熊

本が被 災でいま即応予備 自衛 官が必要 とされている。いずれ行 くのであればいち早く行った方が

いい」と声をか け、本人がいない間は他のスタッフが勤務調整など配慮をして送 り出す こととなり

ました。

本人はマッサージの経験もあり、避難所生活をされている方に対して施術を実施 し、ほんの少し

ですが 「癒や し」を与えられたと思います。また、事業所として即応予備 自衛官を採用 してきて5年

になりますが、これまでその必要性や意義を考えることも、あまりありませんでした。しか し、今回

の熊本地震を通 して、即応予備自衛官の必要性と意義を感じることができ、採用 して初めて貢献で

きたと感 じました。

これか ら、いつどこで地震や災害が起きるか分か りません。本人のモチベーションも必要ですが、

『協力出来る体制』を私たちに出来ることの一つとして、続けて行 きたいと思います。

2．予備 自衛官雇用企業様の声

株式会社ネクスコ ・サポー ト北海道

代表取締役社長 稲葉 猛志 様

弊社は、お客さまや地域の皆様の期待に応え 「あなたに、ベス トウェイ。」

をお届けする高速 道路 のプロ集団として、平成19年10月 か ら北海道 内

の 「料金管理 業務」及び 「交通管理 業務」を担 当しているNEXCO東 日

本グループの会社です。
拓

予備自衛 官等雇用業務の推進に関 しましては、平成24年 に北部方面総監 より感謝 状を頂き

ました。

弊社の自衛官経験者は、現在140名 在籍 してお り、うち29名 が予備 自衛官として勤務 してお

ります。自衛 隊にて教 育訓練 された団体行動や、規律ある動 作は社 員の良き模範 となってお り、

それぞれ活躍 しております。

年間5日 間 の招集訓練では、事前 に参加 日程の調整 を行 い、年休 ・特別休暇等 を利用 して参

加 しています。招集訓練の際は、弊社 としても最 大限協力していきたいと考えてお ります。

Y

1．即 応 予 備 自衛 官 の 声

社会福祉法人つつ じケ丘学園勤務

第24普 通科連隊重迫撃砲中隊

即応予備3等 陸曹 前田 幸紀

平成28年4月 、熊本県熊本地方を震源とした地震が発生した。前震と

言われる1回 目の地震、本震となった2回 目の地震により熊本県、特に益

城町が壊滅的被害を受けているのを知 り、地元熊本県出身の自分に何か

出来ないかと自問自答 している矢先、即応予備自衛官に災害派遣の招集

命令が発せられていることを聞き、すぐに職場の上司に相談をしました。

すると職場 の上司か らは 「会社の被害は少ないので、何 も気にせず行って来い」と後押 しをし

ていただき、迷わず災害 招集に応ずることを決意 しました。

私 が派遣 された益城 町では、給水 、入浴、仕 分け支援等、主 として生活支援が行われ 、特 に、

即応予備自衛 官の保有資格 を活か した看護 師による衛生指導、調理 師による炊事 支援、フォー

クリフトによる支援物資の積載等の派遣活動がな されました。

私 は、整体 師としての特技や、現在の職業である生活支援 員という立場 を活か し、被 災者 の

心と体 のケアを行 い、地 域の方々との コミュニケー ションを図りま した。また、地 元出身者とし

て地域 に寄 り添った密接 な支援 により、今回の災害派遣 活動に微 力ながら貢献できた事を嬉 し

く思いました。

これ も今 回の災害派 遣招集を後押 ししていただ いた職場 の上司をは じめ、フォロー していた

だいた職場の皆様 、共に災害派 遣に従事 した自衛官の方々のおかげだと感謝 しています。

最後 に、活気ある熊本県に早 く戻れ るよう、早期の復興を願 っております。

2．予 備 自衛 官 の 声

自衛隊岐阜地方協力本部

予備陸士長 黒木 弥生

3年 間の予備 自衛官補 （一般 ）の訓練修了、予備 自衛官として現在5年 目

を迎 えています。

予備 自衛官補 に採用 され るまで、自衛隊との関わ りは一切 なく、「自衛 隊

とはどんなところだろう。」という素直な関心で した。それに加え、災害時や

有事 の際の 「もしその時」のことを考えると、「自分は何かできることはない

だろうか。」と言 う思いと、例え招集 され なくとも、自衛隊で学んだ経験が今後何かの役に立つの

でないだろうかとの思いから、志願 しました。

全 く知識 もなく挑 んだ予備 自衛官補の訓練 は、苦難の連続ではありましたが、良き仲間とめ ぐ

り会えたこともあり、何 とか乗 り越 えることができました。その当時の仲間とは、今でも良き友人

です。

予備 自衛官訓練 については、仕事等の関係で分割出頭されている方もいるなか、私は勤務 先

の理解もあり5日 間の連続出頭が可能であり勤務先には大変感謝しております。

予備 自衛官補 出身者と元 自衛官の方との練度の差は明白であり、年5日 間の訓練ではとても埋

め切れ るものではあ りませんが、少 しでも多くの事 を学 び取 り、予備 自衛官として恥ずか しくない

自分を目指 して頑張って行 きたいと思います6
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災害派遣協力企業の声
】

社 会 福 祉 法 人 つつ じヶ丘 学 園 （球 磨 郡 あさぎり町 ）

施 設 長 恒 松 雄 輔 様

（派遣隊員：第24普 通科連隊 即応予備3陸曹 前田 幸紀）

当施設は、昭和47年 に設立 し、主に知的障害者の福祉の推進を行う障害者支援施設です。

また、地域づ くり、社会貢献にも積極的に取 り組んでいます。

雇用中の1名 の即応予備自衛官は、生活支援員として日々利用者の方に向き合い生活支援、就労

支援を行っており、採用後5年 目を迎え、中堅的な立場となる一方、半年 ごとの訓練計画は本人と

相談 し、予定を組んでいます。

平成28年4月14日 のM6．5（ 震度7） の前震、16日 のM7．3（ 震度7） の本震が熊本、

大分 を襲い未曾有の災害となりま した。私自身、前震の翌日と本震の翌 日に物資を届けに被災地へ

行き、被害状況を目の当たりにしてお りま したので、即応予備 自衛官派遣の依頼は想定してお り、

本人との話 し合いのみでした。 「同じ熊本が災害でいま必要とされている。いずれ行 くのであれば
いち早 く行った方がいい」と声をかけ、本人不在間は他のスタッフが勤務調整など配慮をして送 り

出すこととなりました。

本人はマ ッサージの経験もあり、避難所において施術を実施 し、わずかですが 「癒やし」を与え

られたと思います。また、事業所として即応予備自衛官を採用 してきて5年 にな りますが、これま

でその必要性や意義を考えることも、あまりありませんでした。 しか し、今回の熊本地震を通 して、

即応予備自衛官の必要性 と意義を再認識 し、採用 して初めて貢献できたと感 じました。

鞭 欝鴇 孟墓㌶ 聲籠禁毒柔雑罐 三；し李三；4謡万㍊蒜響籠
轟 思 います
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